
川の中で⾒えない施⼯もリアルタイムに進捗確認

効果を⾒込んで�
ＩＣＴ施⼯に初挑戦

■■現場詳細■■ 
埼⽟県 ⼤⾬などによる、洪⽔対策とし
て河床を下げる、河床掘削⼯事。 
【施⼯延⻑】230m 
【施⼯⼟量】切⼟7,200m³ 
【ＩＣＴ建機】PC200i 
【ソリューション】 
 ｽﾏｰﾄｺﾝｽﾄﾗｸｼｮﾝｱﾌﾟﾘ 
■■導⼊経緯■■ 
遠藤建設(株) 
代表取締役 桒原正典さん 
これまで、会社としても個⼈としてもＩ
ＣＴ建機の使⽤経験が無く、ＩＣＴ施⼯
について、知識はありませんでした。今
回の⼯事では担当営業より、ＩＣＴ建機
のマシンコントロール機能により、設計
⾯より深く掘削しない制御があること
や、スマートコンストラクションアプリ
を使うとことで掘削した⾼さの履歴がク
ラウド上に⾒える化されるといったＩＣ
Ｔ活⽤の話を詳しく聞き、今回の⼯事で
効果が⾒込めると思ったことからスマー
トコンストラクションの導⼊を決定しま
した。

代表取締役 桒原正典さん 

埼⽟県 
遠藤建設(株) 様

埼⽟県久喜市に拠点を置き、 

⼟⽊⼯事業・建築⼯事業・舗装⼯事業などを中

⼼に施⼯をしている。 
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⼯程管理・安全管理�
アプリが実⽤的

■■導⼊効果■■ 
遠藤建設(株) 
代表取締役 桒原正典さん 
今回の現場は川の中なので、施⼯⾯を直
接⾒ることができませんが、ＩＣＴ建機
のモニタで施⼯箇所を確認することがで
きました。施⼯進捗はリアルタイムにス
マートコンストラクションアプリに反映
され、⽇々の現場進捗もクラウド上に反
映されます。どの範囲まで施⼯できたの
か、何m³掘削したか、⾼さは規格値の
中に⼊っているのかがデータとして⾒え
る化されていたので、毎⽇出来形を確認
し、⼿戻りなく施⼯することが実現でき
ました。また、従来の出来形測量では、
川の中を⼈の胸まで⽔につかりながら２
〜３時間歩いて測量していましたが、施
⼯履歴データが出来形納品として活⽤で
きるので川の中に⼊ることも⽚⼿で数え
る程度となり、安全性が向上しました。
また、⽉に１回⾏われる安全教育の場で
もスマートコンストラクションアプリを
活⽤しています。施⼯後の⾼さや幅がど
のくらいなのかを把握できるので、今後
の⼯程管理と安全管理を⾏うのにも実⽤
的でした。
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